




最近断層心エコー法によって冠動脈瘤病変を高率に診断できるようになったが,川崎病心

後遺症として問題となる冠動脈の狭窄性病変の断層心エコー診断はまだ十分とはいえない

。このため私どもは冠動脈の狭窄性病変を断層心エコー法でどの程度診断できるかを検討

してみた。 

対象は断層心エコー検査を受けた川崎病患児で,冠動脈造影検査の結果冠動脈狭窄所見の

得られた 15名を対象とした。また,3 ケ月から 2才までの正常児 30 名を正常コントロール

とした。 


